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　町では、ふるさと納税をしていただいた方への返礼

品カタログを作成しました。

　鹿児島黒牛や焼酎、薩摩切子など町の特産品を44

品用意し、寄附金額（１万円以上）に応じてカタログ

から品物をお選びいただけます。

　返礼品は随時追加してまいりますので、皆様からの

ご支援をお願いいたします。

　いただいた寄附金は、地域元気再生事業などに活用

させていただいております。詳しくは、町ホームペー

ジをご覧ください。

　７月13日、さつま町婚活サポーター（結婚仲人）

発足式が行われ、応募された４人の方に日髙町長から

婚活サポーター登録証と名刺が手渡されました。

　婚活サポーターは、未婚者の紹介から結婚に至るま

での仲立ちを務めていただくもので、当日サポーター

から「自分のこれまでの経験を生かし、一組でも結婚

までのお手伝いができたら嬉しい」と活動にあたって

の抱負が述べられました。

　婚活サポーターは随時募集していますので、興味の

ある方はお問い合わせください。

　
国
民
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
12
桁
の
個
人

番
号
の
こ
と
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
社

会
保
障
・
税
番
号
）
は
、
複

数
の
機
関
に
存
在
す
る
個
人

の
情
報
を
同
一
人
の
情
報
で

あ
る
と
い
う
こ
と
の
確
認
を

行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
は
次
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

①
行
政
の
効
率
化

　
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
、

作
業
の
重
複
な
ど
の
無
駄
が
削
減
さ
れ
ま

す
。

②
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　
添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行
政
手
続
が

簡
素
化
さ
れ
、
国
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

③
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現

　
所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状

況
を
把
握
し
や
す
く
な
る
た
め
、
負
担
を

不
当
に
免
れ
る
こ
と
や
給
付
を
不
正
に
受

け
る
こ
と
を
防
止
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
10
月
か
ら
住
民
票
を
有
す
る

す
べ
て
の
人
に
、
一
人
一
つ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
行
政
手
続
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

受験申込書に必要事項を記入し、添付書類を添えて提出してください。

◇提出先：さつま町役場（本庁）　総務課　行政係

※鶴田・薩摩支所、消防本部では受付けませんので、ご了承ください。

受験申込書に必要事項を記入

（自筆のものに写真を貼付）

し、受験票用写真１枚を添え

て、提出してください。

◇提出先：さつま町消防本

　部　消防課　総務係

※役場本庁、鶴田・薩摩支

　所では受付けませんので、

　ご了承ください。

午前８時30分から午後５時15分まで（土曜、日曜を除く）

さつま町役場(本庁)　総務課　行政係　

（☎0996-53-1111　内線2213、2214）

さつま町消防本部

   消防課　総務係

（☎0996-52-0119）

　昭和62年４月２日(28歳)

から平成10年４月１日(18

歳)までに生まれ、高等学

校以上の学校を卒業した者

又は平成28年３月に卒業見

込みの者

　昭和55年４月２日

(35歳)から平成６年４

月１日(22歳)までに生

まれ、高等学校以上の

学校を卒業した者又は

平成28年３月に卒業見

込みの者

　昭和55年４月２日

(35歳)から平成６年４

月１日(22歳)までに生

まれた者で、保健師の

免許（国家試験合格

者）を有する者

※ただし、受験の段階

では、免許取得見込み

で構いません。

　昭和58年４月２日(32

歳)から平成10年４月１

日(18歳)までに生まれ、

高等学校以上の学校を卒

業した者又は平成28年３

月に卒業見込みの者（自

力による通勤、職務遂行

が可能であり、活字印刷

文による出題に対応でき

る者）

①～③で交付いたします。

最寄りの場所でお受け取りください。

①さつま町役場（本庁）総務課　行政係

②さつま町役場鶴田支所　総務係

③さつま町役場薩摩支所　総務係

※本町のホームページからもダウンロードできます。

　http://www.satsuma-net.jp/gyose/machi/saiyo/saiyo.html

①～④で交付いたします。
最寄りの場所でお受け取り
ください。

①さつま町消防本部（消防
　署）消防課　総務係
②さつま町役場（本庁）
　総務課　行政係
③さつま町役場
　鶴田支所　総務係
④さつま町役場
　薩摩支所　総務係

※本町のホームページから
もダウンロードできます。

職 　 種

採用予定人員 若干名 若干名 若干名 若干名

土木技師 保健師 消防職

受験資格

試 験 日

申込用紙の

受け取り

申込手続き

受験申込期限

受験申込
受付時間

お問い合わせ先
左から中原あつえさん（佐志）、手塚千草さん（紫尾）、
日髙町長、上牧瀬政江さん（湯田）、髙嶺麻美さん（鶴田）

年金や福祉分野
の給付確認など

税務当局に提出す
る確定申告書など

被災者生活再建支援
金の支給など

一般行政職
（障害者含む）

さつま町職員
　　　採用試験

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
さ
つ
ま
町
役
場
　
総
務
課
　
行
政
係

　
☎(

53
）
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
３
）

■お問い合わせ先　さつま町役場　企画財政課　企画係　☎53-1111(内線2224)

を作成

http://satsuma-net.jp/
119/contents.cfm?id=64
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５
月
下
旬
か
ら
６
月
下
旬
に
か

け
て
、
中
学
校
地
区
総
合
体
育
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
日
頃
の
体
育
学

習
や
部
活
動
で
の
練
習
の
成
果
を

力
一
杯
発
揮
し
、
活
躍
す
る
姿
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
川
薩
地
区
代
表
と
し

て
県
大
会
に
出
場
す
る
種
目
を
紹

介
し
ま
す
。

（　
　

）
は
、
川
薩
地
区
中
学
校

総
合
体
育
大
会
の
順
位
で
す
。

【
剣
道
】

　

宮
之
城
中
学
校
女
子
（
優
勝
）

　

個
人…

宮
之
城
中
学
校
４
人

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

　

宮
之
城
中
学
校
男
子
（
４
位
）

【
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

　

宮
之
城
中
学
校　
　

（
２
位
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

　

宮
之
城
中
学
校
男
子
（
優
勝
）

【
陸
上
】 

・
男
子
共
通
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

鶴
田
中
学
校　
　
　

（
３
位
）

・
女
子
共
通
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

宮
之
城
中
学
校　
　

（
２
位
）

　

薩
摩
中
学
校　
　
　

（
３
位
）

・
女
子
低
学
年
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

鶴
田
中
学
校　
　
　

（
２
位
）

・
個
人…

宮
之
城
中
学
校
７
人

　
　
　
　

鶴
田
中
学
校　

３
人

　
　
　
　

薩
摩
中
学
校　

10
人

【
卓
球
】

　

宮
之
城
中
学
校
男
子
（
３
位
）

　

宮
之
城
中
学
校
女
子
（
２
位
）

　

個
人…

宮
之
城
中
学
校
３
人

【
柔
道
】

　

個
人…

山
崎
中
学
校　

１
人

　
　
　
　

宮
之
城
中
学
校
２
人

【
水
泳
】

　

個
人…

宮
之
城
中
学
校
16
人

　
　
　
　

鶴
田
中
学
校　

３
人

　
　
　
　

薩
摩
中
学
校　

２
人

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

　

個
人…

宮
之
城
中
学
校
２
人

　

６
月
13
日
、
町
総
合
体
育
館
で

６
校
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
宮
之
城
中
学
校
に
進

学
す
る
小
規
模
６
小
学
校
（
泊

野
・
柊
野
・
流
水
・
平
川
・
白
男

川
・
佐
志
）
の
５
・
６
年
生
が
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
68
人
の
児
童
が
各
校

混
合
チ
ー
ム
で
６
種
目
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
児
童
は
、
「
は
じ
め
は
不

安
も
あ
っ
た
け
ど
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

６
月
13
日
、
平
川
小
学
校
で
親

子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
、
学
習
田
で
の

泥
ん
こ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
大
雨
の
た
め
、

体
育
館
で
フ
ッ
ト
サ
ル
と
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
32
人
と
保
護
者
・
先

生
で
対
決
し
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
子
ど
も
が

投
げ
た
ボ
ー
ル
が
大
人
に
当
た
る

と
子
ど
も
た
ち
は
飛
び
跳
ね
て
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

酒
匂
洋
一
さ
ん
は
、
「
来
年
閉
校

に
な
る
が
、
こ
う
し
て
親
子
で
楽

し
く
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
15
日
、
盈
進
小
学
校
で
４

校
（
盈
進
・
平
川
・
泊
野
・
白
男

川
）
に
よ
る
交
流
学
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
来
年
度
の
学
校
再
編

を
前
に
、
互
い
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

４
年
２
組
で
は
、
自
己
紹
介
す

ご
ろ
く
を
行
い
、
好
き
な
教
科
や

お
す
す
め
の
本
な
ど
を
教
え
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　

２
・
３
学
期
に
は
、
丸
一
日
を

使
っ
て
、
各
校
の
先
生
が
授
業
を

行
う
交
流
学
習
が
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
今
後
は
先
生
方

も
研
修
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て

い
く
そ
う
で
す
。

　

７
月
11
日
と
12
日
、
宮
之
城
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
館
ロ
ビ
ー
で
は
２
日
間
に
わ
た

り
作
品
展
示
が
、
12
日
に
は
ホ
ー

ル
で
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
青
少
年
の
武
道
・
芸

術
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と

も
に
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
発

表
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
町
文
化
協
会
主
催
で
２

年
に
１
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
品
展
示
に
は
、
町
内
保
育
園

（
所
）
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

の
20
団
体
か
ら
、
共
同
制
作
作
品

や
絵
画
、
造
形
と
い
っ
た
美
術
作

品
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
作
品
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
は
、
白
男
川
小
学
校

和
太
鼓
少
年
団
の
演
奏
で
始
ま
り
、

ダ
ン
ス
や
五
ッ
太
鼓
、
ピ
ア
ノ
演

奏
、
舞
踊
、
空
手
、
礼
法
、
合
唱

な
ど
15
団
体
、
１
４
６
人
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
人
顔
負
け
の
演
技
を
披

露
す
る
子
も
い
れ
ば
、
初
め
て
の

舞
台
に
緊
張
す
る
子
も
い
ま
し
た

が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
、
一
生
懸
命

に
演
じ
る
姿
に
会
場
か
ら
は
盛
大

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ユニカール（屋内カーリング）を楽しむ児童

子ども対大人のドッジボール、どちらも真剣！

楽しく自己紹介ができました

①国際空手道連盟極真会館鹿児島県支部宮之城道場　②オープニングを務めた白男川小学校和太鼓少年団　③鶴田幼稚園の染め物Ｔシャツの展示

④力強い五ッ太鼓の演奏　⑤色々な作品があっておもしろいね！　⑥「カーニバルがやってきた」の演奏（連弾）⑦風呂敷包みの実演

⑧合唱「ふるさと」　⑨「トイメーカーダンス」の演奏　⑩日本舞踊「下町育ち」

②

③ ④ ⑤

⑥ ⑦

⑧ ⑨ ⑩
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６
月
26
日
、
鹿
児
島
市
で
市
電

を
貸
し
切
っ
た
焼
酎
電
車
が
軸
屋

酒
造
㈱
主
催
で
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
電
は
、
新
交
通
局
を
出
発
し
、

谷
山
駅
や
鹿
児
島
駅
を
経
由
し
、

新
交
通
局
ま
で
約
２
時
間
か
け
て

往
復
し
ま
し
た
。

　

乗
客
に
は
、
青
森
県
鶴
田
町
産

の
ぶ
ど
う
「
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
」
と

軸
屋
酒
造
の
焼
酎
が
融
合
し
た
葡

萄
の
お
酒
や
夏
焼
酎
、
特
産
品
を

活
用
し
た
食
事
が
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
車
内
に
は
、
本
町
の
ポ

ス
タ
ー
や
竹
工
芸
、
薩
摩
切
子
、

鶴
田
和
紙
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
本

町
の
観
光
資
源
同
士
を
組
み
合
わ

せ
た
新
た
な
魅
力
発
信
の
可
能
性

が
広
が
り
ま
し
た
。

　

７
月
２
日
、
平
川
小
学
校
で

３
・
４
年
生
13
人
が
同
地
区
の
原

田
和
子
さ
ん
・
紀
美
代
さ
ん
親
子

に
よ
る
指
導
の
も
と
、
け
し
ん
団

子
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
小
豆
を
煮
て
、
も
ち
米

粉
と
う
る
ち
米
粉
、
白
砂
糖
を
混

ぜ
て
よ
く
こ
ね
、
卵
く
ら
い
の
大

き
さ
の
団
子
を
作
り
、
け
し
ん
の

葉
で
包
み
ま
し
た
。

　

途
中
、
丸
め
る
と
き
に
団
子
が

手
に
く
っ
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
丸
め
た
団
子
を
約
20
分
間

蒸
し
て
、
大
小
様
々
な
け
し
ん
団

子
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

甘
く
て
お
い
し
い
団
子
を
食
べ

て
、
児
童
の
表
情
は
笑
顔
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
、
紫
尾
小
学
校
で
閉

校
記
念
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
校
は
今
年
度
で
閉
校
す
る
た

め
今
回
が
最
後
の
水
泳
大
会
と
な

り
、
全
校
児
童
25
人
は
、
こ
れ
ま

で
授
業
で
学
ん
だ
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
は
プ
ー
ル
で
鬼
ご

っ
こ
や
ビ
ー
ト
板
を
使
っ
て
バ
タ

足
を
、
３
〜
６
年
生
は
、
ク
ロ
ー

ル
や
平
泳
ぎ
で
25
ｍ
か
ら
50
ｍ
の

距
離
を
泳
ぎ
ま
し
た
。

　

種
目
の
最
後
に
は
、
同
校
卒
業

生
を
含
む
父
母
９
人
が
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー
に
参
加
し
児
童
と
競
争
し

ま
し
た
。
接
戦
の
結
果
、
母
親
チ

ー
ム
が
１
位
で
ゴ
ー
ル
し
、
ハ
ン

デ
と
し
て
１
２
５
ｍ
泳
い
だ
父
親

チ
ー
ム
は
３
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
川
嵜
葵
さ
ん
は
、

「
今
ま
で
行
っ
て
き
た
プ
ー
ル
学

習
で
平
泳
ぎ
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
上
手
に
泳
げ
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
手
塚
新

一
郎
さ
ん
は
、
「
児
童
や
保
護
者

な
ど
多
く
の
人
が
参
加
し
て
印
象

に
残
る
大
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
17
日
、
柊
野
小
学
校
児
童

３
人
が
つ
づ
ら
工
芸
を
体
験
す
る

た
め
同
地
区
の
下
屋
敷
く
み
子
さ

ん
宅
を
訪
れ
、
リ
ー
ス
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

下
屋
敷
さ
ん
は
つ
づ
ら
を
使
っ

て
背
負
い
籠
や
買
い
物
籠
な
ど
を

製
作
さ
れ
て
お
り
、
作
ら
れ
た
品

物
は
県
の
伝
統
工
芸
品
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
は
バ
ケ
ツ
に
つ
づ
ら
を
巻

き
つ
け
て
輪
っ
か
を
作
り
、
つ
づ

ら
を
締
め
込
む
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

完
成
し
た
リ
ー
ス
に
松
ぼ
っ
く

り
や
果
物
ネ
ッ
ト
で
作
っ
た
リ
ン

ゴ
な
ど
を
飾
り
付
け
、
可
愛
ら
し

い
リ
ー
ス
が
出
来
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
、
地
産
池
消
を
目
的

に
薩
摩
中
学
校
で
マ
ン
ゴ
ー
交
流

給
食
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
生
産
者
の
祝
迫
直

人
さ
ん
（
二
渡
）
が
、
一
つ
の
ハ

ウ
ス
に
約
４
５
，
０
０
０
匹
の
ミ

ツ
バ
チ
を
放
ち
受
粉
さ
せ
る
こ
と

や
、
摘
果
を
行
い
大
き
な
マ
ン
ゴ

ー
を
作
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
マ

ン
ゴ
ー
に
は
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
美
肌
効
果

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

授
業
後
に
は
交
流
給
食
が
行
わ

れ
、
マ
ン
ゴ
ー
が
入
っ
た
フ
ル
ー

ツ
ポ
ン
チ
を
生
徒
は
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

新
嘗
祭
に
献
上
す
る
米
（
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
）
の
御
田
植
え
式
が
６
月

25
日
に
山
崎
文
久
さ
ん
（
佐
志
）

の
圃
場
で
、
粟
（
サ
ル
ノ
テ
ア

ワ
）
の
苗
植
え
式
が
７
月
６
日
に

永
福
喜
作
さ
ん
（
山
崎
）
の
圃
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
嘗
祭
と
は
、
天
皇
陛
下
が
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
米
や
粟
を
神
々

に
供
え
た
後
、
陛
下
自
ら
も
召
し

上
が
る
、
宮
中
恒
例
祭
典
の
中
で

最
も
重
要
と
さ
れ
る
行
事
で
す
。

米
や
粟
を
献
上
す
る
農
家
は
、
各

都
道
府
県
か
ら
毎
年
１
人
ず
つ
選

ば
れ
、
本
町
か
ら
献
穀
す
る
の
は

28
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。

　

両
日
と
も
あ
い
に
く
の
雨
模
様

と
な
り
ま
し
た
が
、
耕
作
者
と
県

北
薩
地
域
振
興
局
、
役
場
、
Ｊ
Ａ

北
さ
つ
ま
な
ど
町
内
関
係
者
が
集

ま
り
、
神
事
で
豊
作
を
祈
願
し
た

後
、
出
席
者
が
苗
を
１
本
ず
つ
植

え
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
植
え
た
米
と
粟
は
、
10
月

中
旬
に
収
穫
し
た
後
、
11
月
23
日

の
新
嘗
祭
に
献
上
さ
れ
ま
す
。

　６月20日、第１回町福島末男杯学童軟式野

球大会が宮之城総合グラウンドで行われ、町

内外の８チームが参加しました。

　これは、旧宮之城町時代から約53年間、軟

式野球連盟の役員や高校野球などの審判員を

務められてこられた福島末男さん（佐志）が、

今回役員等を引退されることから、お世話に

なった有志がこれまでのご苦労に感謝するた

め実行委員会を組織し開催されたものです。

　当日は天候にも恵まれ、子どもたちの一生

懸命なプレーに、保護者も大きな声援を送っ

ていました。また、決勝では福島さんが自ら

主審を務め、大会に花を添えられました。

　

６
月
18
日
、
「
商
工
会
青
年
部

全
国
統
一
事
業
〝
絆
〞
感
謝
運

動
」
が
開
催
さ
れ
、
町
商
工
会
青

年
部
員
11
人
が
、
宮
之
城
屋
地
・

虎
居
商
店
街
を
中
心
に
ゴ
ミ
拾
い

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
東
日
本
大
震
災

や
各
地
で
発
生
し
た
災
害
等
で
再

認
識
さ
れ
た
青
年
部
と
地
域
の

「
絆
」
に
つ
い
て
確
認
・
感
謝
し
、

よ
り
一
層
深
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
全
国
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

車内の様子 糖度を確認する生徒焼酎電車が市内をゆっくりと駆け抜けました

つづらを束ねて輪っかを作る様子

優勝した宮之城野球スポーツ少年団と福島さん

献上する米を植える関係者（佐志）

豊作祈願の神事の様子（山崎）

ゴミ拾いを行った商工会青年部員

団子を葉っぱにのせる児童

父親・母親チームと児童の100ｍリレー

ビート板を使ってバタ足で泳ぐ児童
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７
月
15
日
、
中
津
川
小
学
校
で

さ
つ
ま
カ
ル
タ
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
東
教
育
長
が
完
成
し
た
カ
ル

タ
を
児
童
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
カ
ル
タ
は
、
合
併
10
周

年
を
記
念
し
て
作
成
。
自
分
た
ち

の
住
ん
で
い
る
地
区
だ
け
で
な
く
、

町
内
全
体
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
昨
年
10
月
に
作

成
委
員
会
を
結
成
し
、
町
内
の
人

材
・
自
然
・
産
業
・
伝
統
文
化
等

の
素
材
を
各
学
校
に
割
り
振
り
、

児
童
生
徒
の
手
に
よ
っ
て
44
枚
の

カ
ル
タ
が
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
贈
呈
さ
れ
た
カ

ル
タ
を
使
っ
て
早
速
カ
ル
タ

取
り
を
行
い
、
ま
た
、
解
説

書
を
読
ん
で
絵
札
の
意
味
や

そ
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

児
童
は
、
「
読
み
札
を
読

ん
で
い
て
さ
つ
ま
町
の
色
々

な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」
、

「
ホ
タ
ル
舟
の
絵
札
が
き
れ

い
だ
っ
た
の
で
、
乗
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
感

想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
カ
ル
タ
は
、
町
内

の
全
小
中
学
校
及
び
公
民
館

に
配
ら
れ
、
今
後
、
学
校
や

地
域
活
動
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
15
日
、
町
内
の
製
造
業
17

社
及
び
町
・
議
会
・
商
工
会
で
設

立
し
て
い
る
、
町
も
の
づ
く
り
企

業
振
興
会
（
栗
山
二
郎
会
長
＝
植

囿
産
業
㈱
）
と
、
高
校
な
ど
の
進

路
指
導
担
当
教
諭
に
よ
る
企
業
視

察
と
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

企
業
視
察
で
は
、
倉
内
工
業
団

地
に
進
出
し
て
い
る
㈱
井
川
産
業

を
訪
れ
、
シ
ラ
ス
バ
ル
ー
ン
（
微

細
化
さ
れ
た
シ
ラ
ス
）
の
製
造
工

程
や
製
品
を
見
学
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
地
域
資
源
を
活
か

し
た
取
組
に
対
し
、
熱
心
な
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は
、
地
元
の
薩

摩
中
央
高
校
を
は
じ
め
と
す
る
川

薩
地
区
の
工
業
系
高
校
や
短
大
か

ら
５
校
７
人
、
振
興
会
の
会
員
企

業
10
社
か
ら
社
長
な
ど
12
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
各
校
の
Ｐ
Ｒ
や
企
業

紹
介
の
あ
と
、
近
年
の
若
年
雇
用

者
の
就
業
状
況
や
来
期
の
採
用
意

向
等
の
発
言
が
積
極
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
な
か
に
は
「
あ
い
さ
つ

や
態
度
だ
け
で
な
く
、
基
本
と
な

る
知
識
習
得
を
在
学
中
に
徹
底
し

て
ほ
し
い
」
、
「
優
秀
な
卒
業
生

が
会
社
の
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

来
期
も
卒
業
生
を
採
用
し
た
い
」

と
い
っ
た
発
言
な
ど
も
あ
り
、
即

戦
力
と
な
る
人
材
へ
の
ニ
ー
ズ
が

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
会
に
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
之
城
の
村
尾
和
久

所
長
も
出
席
さ
れ
、
近
年
の
高
校

新
卒
者
の
就
職
状
況
と
来
期
の
求

人
動
向
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
、

充
実
し
た
意
見
交
換
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

７
月
13
日
、
泊
野
小
学
校
児
童

４
人
が
役
場
を
訪
れ
、
町
内
の
小

中
学
校
及
び
教
育
委
員
会
で
行
っ

て
き
た
屋
久
島
町
口
永
良
部
島
へ

の
募
金
活
動
で
集
ま
っ
た
義
援
金

を
東
教
育
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

口
永
良
部
島
の
金
岳
小
学
校
に

は
、
平
成
26
年
３
月
ま
で
泊
野
小

学
校
に
教
頭
職
で
勤
務
さ
れ
て
い

た
木
尾
良
文
校
長
が
赴
任
さ
れ
て

お
り
、
不
自
由
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
に
少
し
で
も
支

援
を
し
た
い
と
、
お
預
か
り
し
た

義
援
金
は
木
尾
校
長
宛
て
に
直
接

送
金
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
30
日
、
薩
摩
中
学

校
の
生
徒
会
役
員
が
薩
摩
教
育
係

を
訪
れ
、
同
校
で
集
ま
っ
た
義
援

金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

７
月
13
日
、
農
業
委
員
と
認
定

農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
が
、
ひ

か
り
別
館
で
開
催
さ
れ
、
農
業
委

員
、
認
定
農
業
者
、
関
係
機
関
な

ど
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
農
地
の
集
積
、
耕
作

放
棄
地
、
相
続
未
登
記
等
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
農
地
が
相
続

未
登
記
の
た
め
公
の
事
業
を
行
う

と
き
に
困
る
こ
と
や
、
農
地
の
貸

し
手
は
い
て
も
借
り
手
が
い
な
い

こ
と
、
農
地
の
集
積
を
行
っ
て
も

将
来
管
理
が
大
変
に
な
る
の
で
は

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
15
日
、
柊
野
小
学
校
児
童

３
人
が
、
同
地
区
の
福
囿
安
子
さ

ん
か
ら
み
そ
び
ら
の
歴
史
や
作
り

方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
全
員
初
め
て
の

み
そ
び
ら
作
り
で
し
た
が
、
具
材

の
大
き
さ
を
そ
ろ
え
て
切
る
、
煮

崩
れ
を
防
ぐ
た
め
に
面
取
り
を
す

る
な
ど
、
お
い
し
く
出
来
る
コ
ツ

を
聞
き
、
実
践
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
柊
野
ひ
が
ん
花
祭
り
で

販
売
す
る
大
量
の
み
そ
び
ら
作
り

の
様
子
を
聞
き
、
と
て
も
驚
い
て

い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
「
昆
布
を
結
ぶ

の
が
難
し
か
っ
た
」
、
「
家
で
も

作
っ
て
み
た
い
」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

　７月７日、町観光特産品協会の第３代町観光大使か

ぐや姫に就任した山口実沙子さんと前田夏帆さんが町

長室を訪れ、日髙町長に就任の報告を行いました。

　かぐや姫のお二人は、町の観光の顔としてイベント

など町内外で本町のＰＲを行っていただきます。

　任期は、２年間です。

＜山口　実沙子さん＞

　さつま町に来てまだ３か月ですが、早速人の温かさ、

自然の豊かさ、食べ物の美味しさを実感しています。さ

つま町の良さをＰＲできるよう、一生懸命頑張ります。

＜前田　夏帆さん＞

　このような機会をいただけたことに感謝し、幼い頃か

ら住み慣れたさつま町の魅力を１人でも多くの方にお伝

えできるように頑張ります。よろしくお願いします。

新かぐや姫の山口さん（左から２番目）と前田さん（中央）

（
平
成
27
年
６
月
17
日
認
定
）

　
６
月
17
日
、
町
長
室
で
、
２
経
営
体
が
認
定
農
業
者
に
認
定
さ
れ
、

農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
の
認
定
農
業
者
数
は
２
２
９
経
営
体
で
す
。

中津川

水稲（採種）

生産牛

良質な水稲生産が出来る

よう頑張ります。

氏名(敬称略)

居住地区

経営作目

意気込み

川野　寿也（43歳）

柊野

生産牛

水稲

地域農業の発展と自分の目

標達成に向け頑張ります。

氏名(敬称略)

居住地区

経営作目

意気込み

大久保　聡（49歳）

意見交換会の様子

泊野小学校児童と義援金を受け取った東教育長

義援金贈呈に訪れた薩摩中学校の生徒

町の農業について意見交換する参加者

みんなできれいに盛り付けました

カルタ取りをする児童

完成したさつまカルタ

新
規
認
定
農
業
者
の
紹
介



人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち
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障
が
い
児
学
童
保
育
「
み
ら
く

る
」
は
、
特
別
支
援
学
校
に
通
学

す
る
児
童
の
放
課
後
及
び
土
曜
日

や
夏
休
み
な
ど
学
校
の
休
業
日
に

お
け
る
見
守
り
体
制
づ
く
り
へ
の

要
望
に
応
え
る
た
め
に
、
社
会
福

祉
法
人
ひ
い
ら
ぎ
会
の
事
業
の
一

環
と
し
て
、
平
成
23
年
５
月
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
設
当
初
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
旧
法
務
局
）
裏
の
建

物
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
部

屋
が
狭
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
施
設

の
拡
充
、
最
適
な
場
所
へ
の
移
転

が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
別
支
援
学
校
の
送
迎
バ
ス
停

車
場
の
近
く
を
検
討
し
た
結
果
、

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
の
東
側
に
あ

る
宮
之
城
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

５
月
８
日
の
開
所
式
に
は
、
関

係
者
の
ほ
か
、
保
護
者
と
児
童
も

参
加
し
、
児
童
か
ら
は
「
広
く
な

っ
て
う
れ
し
い
」
と
の
声
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　

「
み
ら
く
る
」
で
は
、
障
が
い

児
が
放
課
後
や
休
日
の
時
間
を
有

意
義
に
過
ご
し
、
一
人
一
人
が
自

分
の
得
意
な
こ
と
や
好
き
な
こ
と

を
見
つ
け
、
集
団
活
動
の
中
で
自

分
自
身
を
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う

な
取
組
を
行
い
、
色
々
な
体
験
を

通
じ
て
社
会
生
活
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

感謝状を手にするホセ先生（左から２人目）とローガン先生

開所式の様子

　アメリカから本町へ外国語指導助手（ＡＬ

Ｔ）としてやってきた２人が、任期を終えて帰

国することになりました。町内全ての小・中学

校で、外国語活動や英語の授業で活躍しました。

帰国しても「さつま町」を忘れず頑張ってほし

いです。２人からの日本語でのメッセージです。

　４年前、『児童生徒に未来への希望を与えたい』と

いう夢を持ってさつま町にやって来ましたが、温かく

迎えてもらい、希望をもらったのは私の方でした。教

育委員会や役場、学校関係者をはじめ町の人々は、私

と妻をサポートして、受け入れてくれました。いつの

間にかこの町が私の家となり、これからもそれはきっ

と変わらないでしょう。このさつま町という素晴らし

い町で、出会った人々、思い出はずっと忘れません。

本当に、心の底から、ありがとうございました。

　さつま町に来て日は浅いですが、思い出は深

いです。この１年でできたたくさんの思い出が

心に残ります。優しくしてくれて、お世話をし

てくれて、ありがとうございました。みんなの

ことを決して忘れません。ここが私にとって唯

一無二の場所になりました。きっともう一度さ

つま町を訪れ、みんなに会いにきます。その時

までお元気で！See you again!

（さつま町４年在住）（さつま町１年在住）

薩軍回達（西郷隆盛の自筆と伝えられる書）

知って
 得する
知って
 得する

安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町　

さ
つ
ま
町

～
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
い
、

　
　
　
　
み
ん
な
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
～

第
15
回

■
相
談
窓
口
の
ご
案
内
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

・
電
話
相
談
の
場
合
↓
☎
（
53
）
１
１
１
１　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
２
８
３
）

　

高
齢
の
方
は
役
場
か
ら
自
宅
な
ど
へ
訪
問
可
。

・
来
庁
の
場
合
↓
役
場
２
階
商
工
観
光
課
商
工

　

振
興
係
へ
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
）

・
土
日
の
相
談
は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

１
８
８
へ
（
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
）

こまっちゃんの

消費生活
基礎講座

事
例
①

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
弁
護
士
名
で
心
当
た
り
の

な
い
請
求
が
届
い
た
。
「
総
合
情
報
サ
イ
ト
」
を

無
料
期
間
中
に
退
会
せ
ず
、
滞
納
金
が
86
万
９
千

円
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
差
出
人
は
、
「
債
権

者
代
理
人
代
表　

弁
護
士　

〇
〇
」
と
な
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
60
代
男
性
）

事
例
②

　

最
初
は
、
見
覚
え
の
な
い
ア
ド
レ
ス
か
ら
「
ア

ド
レ
ス
変
更
し
ま
し
た
。
登
録
よ
ろ
し
く
」
と
届

き
、
一
度
だ
け
「
ど
ち
ら
さ
ま
で
す
か
？
」
と
返

信
し
た
。
以
後
、
同
じ
メ
ー
ル
が
届
い
て
い
た
が
、

無
視
し
て
い
た
。
す
る
と
昨
日
、
出
会
い
系
サ
イ

ト
の
使
用
料
金
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
旨
の
督
促

メ
ー
ル
が
届
き
、
期
日
ま
で
に
支
払
い
が
な
い
場

合
は
法
的
手
段
を
と
る
と
い
う
。
（
50
代
女
性
）

事
例
③

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
不
審
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

解
約
手
続
き
が
完
了
し
て
お
ら
ず
、
以
前
利
用
し

た
利
用
金
額
と
延
滞
利
息
金
を
合
わ
せ
て
24
万
３
，

７
７
８
円
を
支
払
え
と
い
う
も
の
で
、
連
絡
が
な

い
場
合
は
、
〇
月
〇
日
に
民
事
裁
判
が
開
か
れ
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。　
　

（
大
学
生
女
性
）

◆
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
は
不
用
意
に
ア
ク
セ
ス
し  

 

な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。
ほ
か
に
も
別
の
サ
イ

ト
や
広
告
か
ら
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
、

突
然
登
録
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

◆
「
誤
操
作
の
方
は
こ
ち
ら
」
「
退
会
は
こ
ち

ら
」
と
あ
っ
て
も
絶
対
に
電
話
を
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
高
額
な
請
求
を
さ
れ
た
り
、
脅
さ
れ

た
り
、
個
人
情
報
が
知
ら
れ
た
り
す
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

◆
業
者
に
電
話
を
し
た
り
、
一
度
払
っ
た
り
す
る

と
、
さ
ら
に
請
求
を
受
け
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

◆
最
近
は
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
（
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
等
）
を
購
入
し
て
そ
の
番
号
を
知
ら

せ
る
よ
う
要
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
ま
す
。

払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
の
は
困
難
で
す
。

◆
使
っ
た
覚
え
が
あ
っ
て
も
、
申
し
込
み
し
た
内

容
で
契
約
す
る
か
を
確
認
す
る
画
面
を
業
者
が

設
け
て
い
な
い
場
合
、
消
費
者
は
「
錯
誤
」

（
勘
違
い
）
に
よ
り
契
約
の
無
効
を
主
張
で
き

ま
す
。
気
が
か
り
で
あ
れ
ば
相
談
窓
口
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
明
治
10
年
の
西
南
戦
争

の
際
、
城
山
に
集
結
し
た
西
郷
軍
か

ら
届
け
ら
れ
た
書
状
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

明
治
10
年
９
月
に
城
山
に
集
結
し

た
西
郷
軍
は
、
鹿
児
島
の
諸
郷
に
向

け
て
巡
査
の
捕
縛
と
鹿
児
島
へ
の
参

集
を
呼
び
か
け
る
手
紙
を
出
し
ま
し

た
。
９
月
５
日
に
は
宮
之
城
郷
に
使

者
を
送
り
、
当
時
の
戸
長
で
あ
っ
た

宇
都
宮
恆
蔵
と
平
田
幸
助
、
さ
ら
に

大
磯
彦
六
に
対
し
、
鹿
児
島
へ
の
増

援
と
し
て
他
郷
の
有
志
と
共
に
駆
け

付
け
る
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
宮
之
城
郷
で
は
有

志
が
出
兵
の
意
志
を
確
認
し
、
事
前

に
警
視
分
署
を
襲
撃
し
よ
う
と
し
ま

す
が
、
計
画
を
察
知
し
た
官
兵
に
よ

り
襲
撃
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
し
て
、
鹿
児
島
へ
の
援
兵

を
送
る
事
は
出
来
な
い
ま
ま
城
山
は

陥
落
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
書
状
は
大
磯
家
に
残
さ
れ
て

い
た
も
の
で
、
案
内
人
と
し
て
き
た

瀬
戸
口
林
太
郎
が
「
書
状
は
西
郷
さ

ん
が
目
の
前
で
書
い
た
」
と
語
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
西
郷
隆
盛
の

自
筆
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

書
状
は
城
山
陥
落
前
の
西
郷
軍
の

動
き
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
貴
重

な
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
指
定

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
宮
之
城

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
保
管
・
展
示

し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
52
）
３
３
４
０

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
不
審
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
と
い
う
相

談
が
続
い
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。



もともと痔を持っているから、き

っとそのせいで陽性（便に血が混

ざる）になるんじゃないの？

痔でも必ずしも陽性（便に血が混ざ

る）になるわけではありません。もし

陽性となった場合でも、「痔だから

陽性になった」とは思い込まずに、

必ず精密検査を受けてください。

平成26年度 大腸がん検診
（平成27年１月～３月）の結果

【平成27年６月現在】

大腸がん

大腸ポリープ（腺腫）

大腸憩室症

疾　患　名 発見数

７人

86人

28人

健康の森「日本医師会」ホームページより

広報さつま13 12広報さつま

　著書に人気絵本シリーズの「しんかんくん」「ぼく、仮面ライダーにな
る！」「おひめさまようちえん」などがある。160冊以上にのぼる多くの作品
を発表し、海外でも翻訳出版されています。
　なかでも、先月出版された絵本「ママがおばけになっちゃった！」は、17年
の作家人生で一番の自信作となっています。

【こども図書館】

※紹介したもの以外にもたくさんの本が入っています！
　詳しくは各図書室へお尋ねください。
　（出版社の了承を得て掲載しております。）

【お問い合わせ先】・教育委員会　社会教育課　☎53-1111（内線2531）・こども図書館～えほんの森～　☎57-1202

　　　　　　　　　・鶴田中央公民館図書室　　☎53-1111（内線4412）・屋地楽習館図書室　    　　  ☎53-1994

新着本新着本
【屋地楽習館図書室】

はじめて金魚と
  暮らす人の本

松沢 陽士 写真・文
（学研教育出版）

【一般書】

シニア夫婦の
かんたん
健康ごはん

岩崎 啓子 料理
柴田 博 監修

(学研パブリッシング)
【一般書】

ころころ
　くるりん

長野 ヒデ子 作・絵
（教育画劇）

【絵本】

【鶴田中央公民館図書室】

先月号からお伝えしている「こども読書フェスティバル（11月１日開催）」について、

今月は、当日「薩摩農村環境改善センター」に来てくださる絵本作家の「のぶみさん」をご紹介します。

こども読書フェスティバルでは、のぶみさんに講演と楽しいワークショップをしていただく予定です。

のぶみさん（絵本作家）

★のぶみさんの主な作品★

★えほんバッグづくりワークショップ

・と　き：８月19日(水)　午前10時～正午

・ところ：屋地楽習館　研修室（和室）

・対　象：小学生以下（幼児は保護者同伴）　

　　　　　先着30人まで（当日受付）

よわむしモンスターズ
（講談社）

「ぼく、仮面ライダーになる！」シリ
ーズや、「しんかんくん」シリーズは、
とっても人気なんだよ。

ぼく、仮面ライダーになる！
ドライブ編　（講談社）

ニンニンジャーかぞく
（講談社）

しんかんくん　けんかする
（あかね書房）

「ママがおばけに

なっちゃった！」

は、 僕の最高傑作

だから良かったら

読んでください

(*^_^*) ママがおばけに
なっちゃった！
（講談社）

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、
精
密
検
査
を

受
け
た
方
の
約
26
人
に
１
人
の
割
合
で
が
ん

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
要
精
密
検

査
と
な
っ
た
方
の
う
ち
45
人
の
方
が
未
受
診

で
す
。

　

精
密
検
査
で
は
、
大
腸
内
視
鏡
検
査
や
注

腸
Ｘ
線
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
腸
内
視
鏡

検
査
は
挿
入
技
術
の
進
歩
と
器
械
技
術
の
進

歩
に
よ
り
、
苦
痛
も
少
な
く
か
つ
安
全
に
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
内
視
鏡
的
に
、
ま
た
外
科
的

に
根
治
可
能
な
病
気
で
す
。

　
　
ま
だ
精
密
検
査
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
早
め
に
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
精
密
検
査
医
療
機
関
を
調
べ
た

い
方
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
・
前
立
腺
が
ん
な
ど
の
が
ん
検
診
や
、
特

定
健
診
・
腹
部
超
音
波
検
診
な
ど
で
要
精
密

検
査
と
な
っ
た
方
も
、
必
ず
し
も
が
ん
が
見

つ
か
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
が
ん
で
な
い

と
も
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

　

万
が
一
異
常
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
な
る

べ
く
早
く
精
密
検
査
を
受
け
て
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。

　

が
ん
検
診
は
、
受
け
た
ら
終
わ
り
で
は
な

く
、
受
け
た
後
も
大
事
で
す
。
初
回
の
検
査

で
異
常
が
な
か
っ
た
方
は
引
き
続
き
年
に
１

回
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
27
日
（
木
）

　

午
後
１
時
15
分
か
ら

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
所　

出
水
市
高
尾
野
農
業
者
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー

　

出
水
市
高
尾
野
町
大
久
保
３
８
１
６-

29 

　

☎
０
９
９
６
（
82
）
１
８
４
６

■
対
象
者　

出
水
・
川
薩
保
健
所
管
内

　

の
難
病
患
者
・
家
族
、
関
係
者

　

対
象
疾
患
＝
特
発
性
拡
張
型
心
筋
症

■
内
　
容

　

受
付　

午
後
１
時
15
分
〜
１
時
30
分

　

講
話　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

　
　
　

「
特
発
性
拡
張
型
心
筋
症
の
治

　
　
　

療
と
日
常
生
活
で
気
を
つ
け
る

　
　
　

こ
と
（
仮
題
）
」

　

講
師　

鹿
児
島
大
学
大
学
院
心
臓
血

　
　
　

管
・
高
血
圧
内
科
学　

　
　
　

准
教
授　

宮
田　

昌
明　

先
生

■
交
流
会
及
び
個
別
相
談

　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
20
分

　

※

個
別
相
談
は
要
予
約

■
申
込
締
切　

８
月
20
日
（
木
）
ま
で

■
申
込
先　

鹿
児
島
県
難
病
相
談
・
支

　

援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
１
８
）
３
１
３
３

　

（
火
曜
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除

　
　

く
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

■
参
加
費　

無
料

▲ポリープ▲進行がん

▲早期がん

　
町
民
の
皆
様
に
は
年
に
１
回
の
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
等
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
既
に
受
診
さ
れ
た
方
に
も
、
こ
れ
か
ら
受
診
さ
れ
る
方
に
も
知
っ
て

お
い
て
い
た
だ
き
た
い
『
精
密
検
査
』
に
つ
い
て
、
特
に
精
密
検
査
受
診
率
が
低
い
『
大

腸
が
ん
検
診
の
精
密
検
査
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・内  容：無地のバッグに絵を描いたり、ス

タンプを使ったりしてオリジナル

のえほんバッグを作ります。

・参加料：無料です！

のぶみさんからコメントを
いただきました！

1978年東京都生まれ。

★こども図書館に、

　「のぶみさんの作品コーナー」を

　　　　　　　　設置しています！



心
配
ご
と
相
談
所

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除

今
月
の
納
税
な
ど

専
用
電
話
回
線

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

公
民
会
募
金
総
額

　
　
76
万
５
千
５
百
円

３
校
同
窓
会
総
会

　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

開
催

国
民
年
金
の

 

前
納
（
前
払
い
）
が

　
　
　
オ
ス
ス
メ
で
す

健
康
診
査
日
程
【
８
・
９
月
分
】

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
入
会
説
明
会

年
金
相
談
（
要
予
約
）

14広報さつま15 広報さつま

　

緑
の
募
金
活
動
へ
ご
協
力
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
各
公
民
会
の
皆
様

を
中
心
に
多
く
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
頂
い
た
募
金
は
、

（
公
財
）
か
ご
し
ま
み
ど
り
の

基
金
へ
全
額
納
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
県
内
各
地
の
緑
化

活
動
や
森
林
整
備
の
費
用
に
充

て
ら
れ
た
り
、
区
公
民
館
等
で

行
っ
た
も
み
じ
や
桜
の
苗
木
の

植
栽
や
小
中
学
校
で
購
入
し
た

花
苗
の
費
用
の
一
部
に
対
し
て

補
助
が
行
わ
れ
る
な
ど
「
緑
の

募
金
法
」
に
基
づ
い
て
大
切
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
「
緑
の
募
金
」

の
補
助
金
は
区
公
民
館
、
公
民

会
及
び
学
校
に
限
ら
ず
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
各
種
団
体
が
行

う
緑
化
活
動
も
補
助
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

業
を
計
画
さ
れ
る
際
は
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
益
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の

に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
予
算
に

限
り
が
あ
る
た
め
採
択
さ
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

耕
地
林
業
課　

林
業
振
興
係

　

（
内
線
２
４
３
２
）

　

３
校
同
窓
会
総
会
（
宮
之
城

農
業
高
等
学
校
・
宮
之
城
高
等

学
校
・
薩
摩
中
央
高
等
学
校
）

を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
29
日
（
土
）

〔
３
校
同
窓
会
総
会
〕

■
時
間

　

受
付　

16
時
30
分

　

総
会　

17
時
か
ら

　
　
　
　

（
終
了
後
懇
親
会
）

■
場
所　

ひ
か
り
別
館

〔
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
〕

■
時
間　

ス
タ
ー
ト
８
時

　
　
　
　

（
集
合
７
時
30
分
）

■
場
所　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
京
セ
ラ

※
３
校
同
窓
会
総
会
、
懇
親
会

　

に
も
参
加
で
き
る
方

　　

昨
年
の
同
窓
会
は
１
０
０
名

近
い
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
関
東

支
部
か
ら
も
５
〜
６
人
参
加
予

定
で
す
。

■
申
込
締
切
　

　

８
月
14
日
（
金
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

薩
摩
中
央
高
等
学
校

　

☎  

（
53
）
１
２
０
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
53
）
１
２
０
８

　　　

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
。

　

年
金
の
請
求
手
続
き
及
び
質

問
や
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
相
談
者
氏
名
（
旧
姓
）
・

配
偶
者
氏
名
（
旧
姓
）
・
基
礎

年
金
番
号
・
相
談
内
容
等
を
役

場
本
庁
町
民
環
境
課
町
民
係
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予

約
し
た
10
分
前
に
は
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

（
免
許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

※
委
任
状
は
所
定
の
様
式
が
あ

り
ま
す
の
で
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
か
、
川
内
年
金
事
務

所
、
役
場
本
庁
町
民
係
、
各
支

所
町
民
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
川
内
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
22
）
５
２
７
６

・
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
相
談
日
時
　

　

８
月
25
日
（
火
）
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で 

■
相
談
会
場
　

　

さ
つ
ま
町
役
場　

　

本
庁
１
階
相
談
室
Ｂ

■
申
込
期
日
　

　

８
月
18
日
（
火
）
ま
で

■
申
込
先
　

　

町
民
環
境
課　

町
民
係　
　

　

（
内
線
２
１
２
３
）

　

前
納
で
き
る
月
分
の
前
納
納

付
書
は
、
い
つ
で
も
発
行
が
可

能
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す

る
と
、
前
納
月
数
に
応
じ
て
国

民
年
金
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま

す
。

　

納
付
書
で
お
支
払
い
の
場
合
、

前
納
さ
れ
る
月
か
ら
年
度
末
ま

で
の
期
間
を
前
納
に
よ
り
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
月

以
前
分
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
前
納
す
る
事
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

平
成
27
年
７
月
に
免
除
の
申

請
を
さ
れ
、
一
部
免
除
の
承
認

を
受
け
た
方
の
納
付
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
一
部
分
の
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
も
前
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

８
月
に
前
納
し
た
場
合
、

　
１
，
４
２
０
円
お
得
で
す
！

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

川
内
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
22
）
５
２
７
６

　

自
動
音
声
案
内
２

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
12
生
）
健
診

　

８
月
19
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
12
生
）
育
児
相
談

　

８
月
21
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
24
．
６
生
）
健
診

　

８
月
26
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
Ｈ
u
g
く
み
る
ー
む

（
２
か
月
児
と
マ
マ
の
た
め
の

育
児
相
談
）
（
Ｈ
27
．
６
生
）

　

９
月
１
日
（
火
）

　

午
前
９
時
45
分
〜
午
前
10
時

　

15
分
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ

　

ン
タ
ー
）　

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
５
生
）
歯
科
健
診

　

９
月
３
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

９
月
４
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
27
．
４
生
）
健
診

　

９
月
９
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

・
８
月
24
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

・
９
月
７
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

※
妊
娠
届
出
書
・
健
康
保
険

証
・
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
む
し
歯
予
防
の
日

（
フ
ッ
化
物
塗
布
）
　

　

８
月
19
日
（
水
）

　

８
月
26
日
（
水
）

　

９
月
３
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

９
月
11
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
受
付

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
４
）

　

　
・
町
県
民
税
第
２
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
２
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
２
期

・
介
護
保
険
料
第
２
期

【
納
期
限
８
月
31
日
】

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

（
内
線
２
１
１
３
）

　　

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
専
用
電
話
回
線

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

相
談
に
は
、
法
務
局
職
員
又

は
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
設
置
場
所

・
鹿
児
島
地
方
法
務
局

・
鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会

■
受
付
時
間
等

　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

　

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

■
電
話
番
号

　

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き

ま
せ
ん
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
８
４

　　　

新
規
会
員
募
集
の
入
会
説
明

会
を
、
毎
月
第
３
火
曜
日
に
定

例
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

人
生
の
豊
富
な
知
識
と
経
験

を
活
か
し
、
生
活
の
お
手
伝
い

や
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
、
生
き
が
い
あ
る
人
生
の

一
助
と
さ
れ
た
い
方
は
大
歓
迎

で
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
60

歳
以
上
の
方
は
、
事
前
に
お
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

■
８
月
の
入
会
説
明
会

　

８
月
18
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
ま
で

■
会
場

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

■
対
象
者

　

60
歳
以
上
の
町
民

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
52
）
３
３
６
３

　　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次
の
基

準
を
満
た
す
方
に
つ
い
て
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

■
全
額
免
除
…
世
帯
に
身
体
・

療
育
・
精
神
い
ず
れ
か
の
手
帳

所
持
者
が
お
り
、
世
帯
全
員
が

住
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

■
半
額
免
除
…
契
約
者
が
重
度

の
障
害
者
又
は
視
覚
及
び
聴
覚

障
害
者
で
、
か
つ
世
帯
主
で
あ

る
こ
と
。

※
免
除
に
は
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、
印
鑑
と
手
帳
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

　

（
内
線
２
１
３
５
）

　

毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    87件

　運んだ人      84人

◆内 訳

　急　　病 45件 43人

　交通事故 10件 11人

　そ の 他 32件 30人

◆発生件数　　1件

　内訳　建物　1件

６月の火災・救急情報



広
　
告

広
　
告

広
　
告

広
　
告

広
　
告

広
　
告

７月子牛せり市結果　期日：７月10日(金)～11日(土） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 235 152,142,000 1,381,000 647,413 285

306

297

669,761

659,889

911,000

1,381,000

198,919,000

351,061,000

297

532

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対６月分）

   27,195円安値

   1,931円安値

　12,964円安値

16広報さつま17 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課秘書広報係　行
　　　　　　（2015/８月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８ ０ ３９ ５ １

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 / 男 ・ 女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所
コーナー

お 便 り

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

　

民
文
化
祭
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ　

大

集
合
‼
の
記
事
が
７
月
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
か
わ
い
い
さ
つ

ま
る
ち
ゃ
ん
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
強

面
の
メ
ロ
ン
熊
ち
ゃ
ん
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
の
ね
ば
〜
る
君
に

ぜ
ひ
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
め

っ
た
に
な
い
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
、
今
か

ら
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。
お
友
達
を

誘
っ
て
遊
び
に
行
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
ぶ
ー　

20
歳
女
性
）

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
フ
ェ
ス
タ
に
は
、
全

国
各
地
か
ら
約
50
キ
ャ
ラ
が
参
加
す
る

予
定
で
す
。
か
わ
い
い
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®

た
ち
が
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。（
秘
書
広
報
係　

   

）

※　

文
章
は
、
紙
面
の
都
合
上
添
削
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国

花

■
採
用
区
分
　

　

警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
・
武
道
）

■
受
験
資
格　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
10
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

■
学
歴　

高
等
学
校
卒
業
程
度
（
大
学
既
卒

　

者
又
は
平
成
28
年
３
月
末
で
卒
業
見
込
み

　

の
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

■
１
次
試
験　

９
月
20
日
（
日
）

■
試
験
内
容　

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
身

　

体
一
般
検
査
、
実
技
試
験
（
武
道
区
分
の
み
）

■
試
験
地　

鹿
児
島
市
、
鹿
屋
市
、
奄
美
市

■
採
用
試
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
配
布
場
所

　

鹿
児
島
県
警
察
本
部
又
は
県
内
各
警
察
署
、

人
事
委
員
会
事
務
局
、
県
外
事
務
所
等
で
配

布
し
ま
す
。 

※
郵
送
に
よ
る
配
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

８
月
５
日
（
水
）
か
ら

　

８
月
21
日
（
金
）
ま
で

　

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
警
察
本
部　

警
務
課
採
用
係

　

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
０
１
１
０

　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
６
３
６
）

鹿
児
島
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.kagoshim

a.jp/police/

　　

「
北
薩
広
域
公
園
」
内
に
あ
り
ま
す
軽
食

堂
の
入
居
者
（
経
営
者
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
名
称　

県
立
北
薩
広
域
公
園
軽
食
堂

■
所
在
地　

さ
つ
ま
町
虎
居
５
４
７
０

■
施
設
概
要　

床
面
積　

１
４
７
．
58
㎡

　

う
ち
レ
ス
ト
ラ
ン
部
分
１
１
５
．
４
㎡
、

　
　
　
　
　
　

厨
房
部
分　
　

32
．
18
㎡

■
営
業
日　

年
中
無
休

　

（
た
だ
し
、
12
月
29
日
〜
31
日
は
閉
園
）

■
営
業
時
間　

公
園
の
開
園
か
ら
閉
園
ま
で

　

営
業
日
及
び
営
業
時
間
に
つ
い
て
は
、
県

と
協
議
の
上
、
県
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
入
居
条
件
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

平
成
27
年
８
月
31
日
（
月
）

　

17
時
15
分

■
受
付
場
所
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

建
設
部
建
設
総
務
課
管
理
係

　

薩
摩
川
内
市
神
田
町
１
番
22
号

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
５
４
８ 

北
薩
広
域
公
園
軽
食
堂

　
入
居
者(

経
営
者)

募
集

平
成
27
年
度
警
察
官
募
集

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

®



ちゃん

毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２6年８月２日生

ちゃん

両親から一言

父　譲　二 さん

母　友紀子 さん

町頭公民会

たくさん食べて

　　大きくなぁれ！！

中山 瑛斗

18広報さつま19 広報さつま

６
月
16
日
～
７
月
15
日
届
出
分
（
12
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

６
月
16
日
～
７
月
15
日
届
出
分
（
26
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

【応募締切】

  ８月25日(火)消印有効

プレゼント

お便りをお寄せくださった方
の中から、３人にプレゼント。
たくさんのご応募お待ちして
おります♪

読者プレゼント

を
差し上げます！

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー

　

本
町
の
人
口
推
移
は
、
平
成
17
年

３
月
22
日
の
合
併
時
点
の
２
６
，
５

５
３
人
か
ら
本
年
３
月
31
日
で
は
２

２
，
９
７
８
人
に
な
り
、
10
年
間
で

３
，
５
７
５
人
減
少
（
住
基
人
口
）。

転
入
転
出
の
社
会
増
減
で
１
，
３
０

９
人
、
出
生
死
亡
の
自
然
増
減
で

２
，
２
６
６
人
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、

自
然
減
が
著
し
い
状
況
で
す
。
死
亡

数
３
，
９
６
９
人
に
対
し
、
出
生
数

は
半
分
以
下
の
１
，
７
０
３
人
と
、

子
ど
も
の
生
ま
れ
る
数
が
少
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
若
い

人
が
少
な
い
と
も
い
え
ま
す
が
、
そ

の
中
で
未
婚
者
数
の
割
合
は
、
25
〜

29
歳
で
男
性
63
．
８
％
、
女
性
50
％
、

30
〜
34
歳
で
男
性
43
．
２
％
、
女
性

27
．
４
％
、
35
〜
39
歳
で
男
性
33
．

２
％
、
女
性
20
．
９
％
（
Ｈ
22
国

調
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
結
婚
し
た
い
」
と
い
う
願
望
は

あ
る
が
、
「
な
か
な
か
出
会
い
の
機

会
が
な
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き

ま
す
。
女
性
も
社
会
進
出
が
当
た
り

前
に
な
り
、
男
女
と
も
日
常
が
仕
事

中
心
の
生
活
実
態
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
料
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
今
回
新
た
に
昔

の
よ
う
に
未
婚
者
の
情
報
を
得
て
、

相
談
や
出
会
い
の
機
会
づ
く
り
を
行

っ
て
い
た
だ
く
仲
人
・
世
話
役
「
婚

活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
20
人
程
公
募
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

若
い
人
た
ち
の
幸
せ
の
た
め
、
人

口
減
、
少
子
化
対
策
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

きりとり線

    

１
日

　
　

　
　

２
日

　
　

３
日

　
　

４
日

　
　

５
日

　
　
７
日

　
　

８
日

　
　

９
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

15
日

　
　

16
日

　
　

17
日

　

　
　

18
日

　
　

19
日

　
　
20
日

　
　

22
日

　
　

23
日

　
　

24
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

29
日

　
　

30
日

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

来
客
対
応
（
鹿
児
島
銀
行
宮
之
城
支
店
長
）　

▽
春
の
叙
勲
伝
達
式
（
宮
脇
純
治
氏
）

各
種
表
彰
伝
達
式
（
野
生
生
物
保
護
功
労
者　

白
男
川
小
学
校
〜
（
公
財
）
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
会
長
褒
賞
、

　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
読
書
活
動
優
秀
実
践
校　

求
名
小
学
校
〜
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）

学
校
訪
問
（
盈
進
小
学
校
・
宮
之
城
中
学
校
）　

川
内
川
下
流
改
修
促
進
期
成
会
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）

さ
つ
ま
警
察
署
長
ほ
か
交
通
・
防
犯
関
係
者
意
見
交
換
会

職
員
朝
会　

▽
議
会
全
員
協
議
会

さ
つ
ま
地
域
農
業
管
理
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
総
会　

▽
議
会
一
般
質
問
協
議

北
薩
地
域
農
業
農
村
整
備
事
業
推
進
協
議
会
総
会　

▽
北
薩
地
域
農
林
水
産
部
公
共
事
業
連
絡
会
議

北
薩
地
域
農
政
推
進
協
議
会
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）　

▽
議
会
一
般
質
問
協
議

来
客
対
応
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
宮
之
城
理
事
長
・
九
電
鹿
児
島
支
社
長
）

６
月
定
例
議
会
開
会
（
一
般
議
案
８
件
、
予
算
議
案
３
件
、
報
告
案
件
４
件
提
出
）

川
内
川
鮎
ま
つ
り

来
客
対
応
（
鹿
児
島
地
域
経
済
研
究
所
社
長
）　

▽
県
浄
化
槽
推
進
市
町
村
協
議
会
監
査

子
牛
せ
り
市　

▽
来
客
対
応
（
鹿
児
島
大
学
大
脇
教
授
ほ
か
〜
鹿
大
病
院
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
協
議
）

６
月
定
例
議
会
（
一
般
質
問
３
人
）

６
月
定
例
議
会
（
総
括
質
疑
）

総
務
厚
生
・
文
教
経
済
常
任
委
員
会

職
員
朝
会　

▽
来
客
対
応
（
鹿
児
島
森
林
管
理
署
長
）　

▽
南
日
本
政
経
懇
話
会
（
薩
摩
川
内
市
）

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
と
の
意
見
交
換
会

新
規
認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式
（
２
人
）

国
民
文
化
祭
さ
つ
ま
町
実
行
委
員
会　

▽
来
客
対
応
（
マ
リ
ン
パ
レ
ス
か
ご
し
ま
管
理
課
長
）

第
38
回
共
済
制
度
研
究
集
会
・
代
表
者
会
議
（
鹿
児
島
市
）

奥
薩
摩
・
水
と
緑
の
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
総
会　

▽
立
地
企
業
と
の
意
見
交
換
会

日
本
森
林
林
業
振
興
会
臨
時
評
議
員
会
（
東
京
都
）

カ
イ
ケ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
さ
つ
ま
見
学
工
場
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
式
典

叙
勲
伝
達
式
（
故　

田
畑
勇
氏
）

町
農
業
再
生
協
議
会
総
会　

▽
町
防
災
会
議
・
水
防
協
議
会
合
同
会
議

県
育
英
財
団
定
時
評
議
員
会　

▽
県
観
光
連
盟
定
時
総
会
・
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

川
内
川
鮎
ま
つ
り
検
討
・
反
省
会

課
長
会　

▽
三
役
調
整
会
議　

▽
太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
辞
令
交
付
式
・
交
流
会

６
月
定
例
議
会
閉
会　

▽
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
「
ゆ
め
・
と
き
め
き
活
動
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

異
業
種
交
流
会

薩
摩
中
央
高
校
振
興
対
策
協
議
会
総
会　

▽
自
由
民
主
党
さ
つ
ま
町
支
部
定
期
総
会

全
国
市
町
村
職
員
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町長の動静 （平成27年６月）
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山田三絃会青森県本部会長。本業の
農家を営むかたわら、三味線にも力
を注ぎ、国内外で活躍。さまざまな
分野のアーティストとのセッション
等も行っている。

国内は元より、海外でも高い評価を
得ている。島唄独特の裏声を駆使し
た高音域の唄と、ユーモアあふれる
語り、歌い、聴衆を大いにわかせる
その舞台演出には定評がある。

今回は、11月８日(日)に開催される「郷土芸能祭」の
出演者を一部ご紹介します。
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長峰　健一氏（青森県鶴田町） 築地　俊造氏（奄美市）

【お問い合わせ先】
社会教育課　文化係
☎53－1111（内線2550）

第３回「津軽三味線全国大会」チャンピオン 第２回「日本民謡大賞全国大会」大賞

同時開催

さつまフェスタ
第11回

農林産物や特産品販売

日 時：11月８日（日）
　　　 9:00～15:00
場 所：宮之城総合運動公園内
　　　 特設会場
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竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

池山　友月
い け や ま ゆ つ き

さん
永野小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,382人（ -20人） 

　男　　10,390人（ -10人）

　女　　11,992人（ -10人）

    世帯数　9,701世帯

 転入    39人　転出　  42人

 出生　  12人　死亡    29人

 （平成27年７月１日現在）

     （　）は前月対比

やさしい保育士
　私の将来の夢は、やさしくて思いやりのある保育士になる
ことです。私が保育園に通っていたときは、よく０才児の所
へ行き、めんどうをみていました。それが楽しくて何度も行
っているうちに小さい子どもが大好きになりました。今でも、
いとこが来ると毎日遊んであげます。
　私は人の前で話すのが、あまり得意ではないけど、小さな
子どもへの接し方や親の方とのかかわり方などについて学ん
だり、先輩の保育士の方に聞いたりして、やさしくて思いや
りのある保育士になりたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。
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薩摩郡医師会病院

さくらクリニック

木原医院

稲津病院

林田内科

薩摩郡医師会病院
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